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Ⅰ. はじめに（研究目的含む）  
1.  現代の子育ての現状と背景 

現代の子育て家庭・家族を取り巻く社会の変化のなかで、母親の孤立や育児を一人で背負う「孤

独な育児」や「夫婦間の不調和」が育児困難感につながっていることが指摘されている（鈴木,2014）。

国や自治体では、保育サービスの整備や子育て支援・相談事業、仕事・子育て両立事業の整備充

実を推進してきた（内閣府,2018）が、子育てについての相談相手として母親に最も選ばれているの

は配偶者であり（厚生労働省,2010、友田・久保・加藤他,2013）、夫は母親である妻を最も身近でサ

ポートできる重要な存在であると考えられる。 

2.  親への移行にともなう発達的課題 

 育児期は親への移行期ともいわれ、１組の男女が結婚して独立し、子どもの誕生によってその基礎

的な構造を形づくっていく時期であり、その過程においてそれぞれ大きな発達的変化を経験する（神

崎,2008）。これまでの夫婦の二者関係から子どもを含めた三者関係へ移行することで、夫婦に夫・

妻としての役割以外に父・母としての役割も加わり、夫婦の関係性に大きな変化が生じる（Jay 

Belsky・John Kelly ,1995、中澤・倉持・田村他,2003、倉持・田村・久保他,2007）。この親へ発達し

ていく移行の過程で、夫婦は育児の分担や生活の仕方に関する葛藤や不和を経験することになり、

適切に対応できなければ夫婦関係は悪化すると報告されている （Jay Belsky・John Kelly,1995、中

澤・倉持・田村,2003、小野寺,2005、田中,2010）。 

 神谷（2016）は、親への移行過程における夫婦の役割相互調整は、日常的な子どもとの生活にお

ける実際の育児分担、夫婦間のコミュニケーションが繰り広げられる中で、夫婦関係満足や夫婦双

方の性役割感や親役割感が大きく揺らぐダイナミックな過程を辿り、その家族のルールとパターンを

形成・再構築していくことであると述べている。また、Belsky（1995）は、250 組の夫婦を妊娠中から

子が３歳になるまで縦断的に調査した研究で、親への移行期に夫婦関係を方向付ける６つの要素を

見いだした。６つの要素とは「自己」「性イデオロギー」「情緒傾向」「期待」「コミュニケーション」「摩擦

管理」である。家族システムの理論である Olson の円環モデルでは、①凝集性（きずな）、②柔軟性

（かじとり）、③コミュニケーションの３つが重要概念とされ、コミュニケーションは凝集性と柔軟性の機

能を促進するものであると位置づけられている（立木,1999）。 

以上のことから、家族システムやその下位システムである夫婦システムの機能を良好に維持し、

親への移行にともなう発達的課題を乗り越えるためには、夫婦のコミュニケーションが重要な要素で

あると考える。 

3.  夫婦のコミュニケーション研究の動向 

 平山（2004）によれば、米国では 1920 年代頃から夫婦についての理論的・実証的研究が行われ、

1960 年代に入って不和に悩む夫婦とうまくいっている夫婦ではコミュニケーションスタイルが異なる

ことが注目され、両群の比較研究が行われるようになったという。具体的には、夫と妻ではコミュニケ

ーション能力・行動に違いがみられることが報告されている（Gottman・Markman・Notarius,1977）。例

えば、葛藤場面におけるコミュニケーション行動では、妻が要請的（demanding）であるのに対し、夫は

回避的（withdrawal ）態度をとる傾向が強く、要請―回避パターンが観察されること

（Christensen&Heavey,1990）が明らかにされた。 

夫婦研究が盛んな米国に比べて、わが国においては夫婦間のコミュニケーションに関する研究自

体が多くはないのが現状であり、そのなかでも中年期を対象としたものが多くを占めている。中年期夫

婦を対象とした研究（平山・柏木,2001）では、夫婦間コミュニケーション態度として、「共感」「依存・

接近」「無視・回避」「威圧」の４因子が同定された。また、妻では「共感」「依存・接近」というポジティ

ブな態度を、夫では「無視・回避」「威圧」というネガティブな態度をより強くとっており、コミュニケーシ

ョン関係における非対称性を示した。平山は、この背景には伝統的な性役割観の影響と二者相互の

社会経済的な力関係があると考察し、夫婦のコミュニケーションを文化・社会的文脈のなかで理解

する必要性を強調している。 
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徐々に知見が蓄積されつつある中年期に比べて、育児期の夫婦間コミュニケーションに焦点を当

てた研究は非常に少ない状況にある（田中,2017）。日本では、「黙っていても分かり合える関係」を

理想と捉える考え方が存在していたことが夫婦間コミュニケーション研究が立ち遅れた一因であると

指摘されている（柏木・大野・平山,2009）。また、夫婦関係や夫婦コミュニケーションに関する先行

研究はほとんど心理社会学者によるものであり、看護の現場における適用には至っていない（塩

野,2017）ことも指摘されている。 

4.  研究目的 

本研究は、育児期の夫婦間コミュニケーションの特徴を明らかにし、夫婦間のコミュニケーションが

夫婦関係満足度に及ぼす影響を検討することを目的とした。 

 

Ⅱ. 研究方法 

1.  研究デザイン 

 本研究は、無記名自己記入式質問紙調査による横断研究である。 

 

2.  対象者 

調査対象者は、未就学児を育てる夫婦とし、母子保健法にもとづいて A 市内で実施された１歳６

か月児健康診査ならびに３歳児健康診査（以下、健診とする）を受診した児の両親とした。なお、児

の健康障害や発達障害の有無は問わないこととした。 

 

3.  研究方法 

1）依頼・配布方法 

A 市内で実施された 1 歳 6 か月児ならびに 3 歳児健診時に、受診児の保護者に対し、調査

協力依頼書、夫婦間のコミュニケーションに関する質問紙および返信用封筒一式（夫用、妻用 1

部ずつをセットにしたもの）を配布し、自宅にて回答後、夫婦各々投函してもらった。調査期間は

2019年 2月～3月であった。 

2）調査内容 

夫婦間コミュニケーション態度尺度（平山ら,2001）、夫婦の一日の会話時間と会話時間に対

する満足度、基本属性を調査した。夫用・妻用ともに同一の質問項目で構成した。  夫婦間コミ

ュニケーション態度尺度は、自分から相手への態度を問う設問と、相手から自分への態度を問う

設問からなる。 

3）分析方法 

中年期夫婦を対象とした調査により作成された夫婦間コミュニケーション態度尺度について、

因子分析を行うことにより因子構造を再考した。次いで、下位尺度ごとに夫婦間の得点を t 検定

により比較した。また、夫婦の会話時間については、基本統計量を算出し、夫の帰宅時間や会話

満足度との関連を Mantel-Haenszelの傾向性検定を用いて分析した。 

コミュニケーション態度が夫婦関係満足度に与える影響を検討するために、夫婦関係満足度

を従属変数、夫婦間コミュニケーション態度の 3 態度得点（「接近・共感」「威圧」「回避」）を独立

変数とする重回帰分析（強制投入法）を行った。なお、夫婦の態度得点をもとに Two Step クラ

スター分析により、コミュニケーション態度パターンの類型化を行い、夫婦関係満足度に違いがあ

るかどうかを対応のない t検定により検討した。 

分析には SPSS Statistics 25 を用い、有意水準は 5％とした。 

 

4.  倫理的配慮 

研究の趣旨や回答の自由、匿名性の確保、データの保管・破棄に関することについて書面および

口頭で説明し、質問紙の返送をもって調査協力の同意とみなした。新潟青陵大学大学院看護学研

究科倫理小委員会の承認を受けて実施した（承認番号 201806）。夫婦間の独立性とプライバシー

を保護する目的で、夫用・妻用の別々の質問紙を作成し、個別の返信用封筒で返送してもらう方法

を選択した。なお、夫婦であることが回収後に同定できるように、夫婦それぞれの質問紙に同じ番号
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を付したが、ペアリング目的のみに使用し、個人は特定されないことを説明した。 

 

Ⅲ. 結果 

936 組の夫婦に配布し、116 組の夫婦ペアデータを回収（回収率 12.4%）した。有効回答数

116(有効回答率 100%)であった。夫の年齢 35.7±5.6歳、妻の年齢 34.3±4.9歳、婚姻年数 6.9

±3.5 年、家族形態は核家族が 77.9％であった。共働き 49.6％、片働き（休業含む）50.4％であっ

た。（表 1） 

 

1.  夫婦間コミュニケーション態度尺度の因子構造（表 2，3） 

因子分析（主因子法・ﾌﾟﾛﾏｯｸｽ回転）の結果、「接近・共感」「威圧」「回避」の 3 因子が抽出され

た。各因子に対する Cronbachのα係数は 0.67～0.85であった。 

 

2.  相手へのコミュニケーション態度の夫婦間比較（表 4） 

「接近・共感」においては、妻の得点が夫に比べて有意に高く（p＜0.001）、「回避」においては、夫

の得点が妻に比べて有意に高かった（p＜0.001）。 

 

3.  夫婦の一日の会話時間と会話時間に対する満足度の関係（表 5，6，7） 

夫婦の会話時間が 1 時間未満と回答した割合は、平日では 58.7％、休日では 23.8％であった。

平日の会話時間に対する満足度は「ちょうどいい」が 59.9％、「増やしたい」が 36.2％であった。「夫

の帰宅時間」と「夫婦の会話時間（平日）」（p=0.012）、「夫婦の会話時間」と「夫婦の会話時間に対

する満足度」(p＜0.001)の間には傾向性が有意にみとめられた。 

 

4.  夫婦間コミュニケーション態度と夫婦関係満足度の関連（表 8，9，10） 

 夫婦関係満足度を従属変数、夫婦間コミュニケーション態度の３態度得点（「接近・共感」「威圧」

「回避」）を独立変数とする重回帰分析を行った結果、重決定係数（説明率）は夫 R2=.46、妻

R2=.50 であり、どちらも 1％水準で有意な値であった。夫婦関係満足度に最も強い影響力を示した

のは、夫では「接近・共感」(β=.52)、次いで「威圧」(β=-.17)、「回避」(β=-.15)であった。妻では

「接近・共感」(β=.56)、次いで「回避」(β=-.22)であり、「威圧」については有意ではなかった。 

クラスター分析により、接近共感的態度得点が高い「接近共感夫婦群」と威圧・回避的態度得点

が高い「威圧回避夫婦群」に分類された。t 検定の結果、夫・妻ともに「接近共感夫婦群」で夫婦関

係満足度が 1％水準で有意に高かった。 

 

Ⅳ. 考察 

育児期における夫婦間コミュニケーション態度は「接近・共感」「威圧」「回避」の 3 因子構造から

なり、妻は夫に対して接近共感的コミュニケーション態度をとり、夫は妻に対して回避的コミュニケー

ション態度をとる傾向にあることが明らかになった。先行研究の知見における中年期夫婦の「威圧的

な態度の夫と依存接近的な妻」という様相とは異なるといえる。 

夫婦の会話時間については、夫の帰宅時間が遅いと夫婦の会話時間は減少する、また、夫婦の

会話時間が多いと会話時間に対する満足度は高まると推論できる。 

コミュニケーション態度の影響は、夫婦ともに夫婦関係満足度に対し高い説明力をもっていること

が明らかとなった。なかでも、接近共感的コミュニケーション態度は夫婦関係満足度を高め、影響力

が大きいといえる。また、回避的コミュニケーション態度は夫婦関係満足度を低下させ、妻に対して

は夫に比べてより影響力があるといえる。威圧的コミュニケーション態度の影響は、夫と妻で違いがみ

られ、夫においては夫婦関係満足度を低下させる方向にはたらくが、妻では影響は有意ではなかっ

た。コミュニケーション態度パターン別の夫婦関係満足度の比較検討でも「接近共感夫婦群」の方が

「威圧回避夫婦群」に比べ、夫婦関係満足度が有意に高く、上記の結果がより強く支持されるかたち

となった。 

研究の限界と課題として、横断研究デザインを用いている以上、結果は因果関係ではなく相関関
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係にとどまる。育児期の夫婦間コミュニケーションや夫婦の関係性がどのように培われ、今後どのよう

な変化を遂げていくのか、縦断的な視点を含めた研究を継続していく必要がある。 

 

Ⅴ. まとめ 

育児期夫婦のコミュニケーションの特徴をふまえた親役割移行にむけた看護支援を検討していく

必要がある。コミュニケーション態度が夫婦関係満足度に及ぼす影響は大きい。特に、夫婦関係満

足度を高めるためには、接近共感的コミュニケーション態度と相手と向き合う姿勢が重要であること

が示唆された。 
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表 1 対象夫婦の背景 

 



8 

 

表 2 夫婦間コミュニケーション態度尺度項目の記述統計量 

 
 

 

表 3 夫婦間コミュニケーション態度尺度の構造 
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表 4 送り手からみた相手へのコミュニケーション態度得点の比較 

 
 

 

 

 
 

 

表 7 一日の会話時間と会話時間に対する満足度の関係 

 
 

表 5 夫婦間の一日の会話時間 （n=232） 表 6 会話時間に対する満足度 (n=232) 
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表 8 コミュニケーション態度の夫婦関係満足度への影響 

 
 

 

 

 

表 9 コミュニケーションパターン群別の態度得点の平均値・標準偏差 

 
 

 



11 

 

表 10 コミュニケーションパターン群別 夫婦関係満足度の比較 

 


